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　「良き企業市民」であることを目指して

スマートフォンやパソコンなどの情報端末をはじめと
して、テレビ・エアコンなどの家電製品、自動車や電車と
いった乗り物に至るまで、私たちの生活のあらゆる場
面で、半導体デバイスが使われています。その半導体
デバイスの基板材料であるシリコンウェーハも、私た
ちの生活を支える欠かせない存在だと言えるでしょう。

SUMCOは、そのシリコンウェーハをつくっていま
す。SUMCOグループは、シリコンウェーハの供給を
通して、産業の発展と人々の生活の質の向上に貢献
するという理念のもと、「良き企業市民」であることを
目指してCSR活動に取り組んでおります。

コーポレート・ガバナンス
SUMCOグループは、コーポレート・ガバナンスの

更なる充実を通して、経営の公正性、効率性、透明性
の確保を図っております。

当社は、2016年3月に「監査役会設置会社」から
「監査等委員会設置会社」へ移行しました。移行から1
年を経て、取締役会で議決権を持つ監査等委員であ
る取締役が取締役の業務執行の監督を行うことで、取
締役に対する監査・監督機能の実効性が向上したと認
識しております。

さらに当社は、監査等委員会設置会社への移行と
同時に、独立社外取締役を３名から４名へと増員しまし
た。この増員で、社外の広い知見・見識による多様な
観点を交えた議論が可能となり、取締役会が一層活
性化し、経営の公正性、効率性、透明性が高まったと考
えております。

　
コンプライアンス

当社は、役員・従業員が守るべき行動基準として
「SUMCO行動憲章」を制定、実施しています。

「SUMCO行動憲章」は、法令遵守に加えて、公正な
事業活動、反社会的勢力との関係遮断、輸出管理手続
の遵守など、広く企業が守るべき社会規範もその内
容としています。

SUMCOグループでは、グループ各社においても
同等の行動憲章を制定、実施しており、今後ともグ

ループ全体として社会的良識に則した健全な企業活
動を遂行してまいります。

リスクマネジメント
SUMCOグループの世界シェアは約３割です。これは、

例えると、世界の電子機器の3～4台に1台はSUMCO
グループ製のシリコンウェーハを使用しているというこ
とであり、その安定供給は経営の最重要課題であるとと
もに、社会に対する責務であると考えております。

当社は、安定供給の確保に向けたリスク対策を図る
とともに、サプライチェーンにおける措置も含めた事業
継続計画の整備・改善を進めております。

環境保全の取組み
シリコンウェーハの製造には、多量の電力・水・化学

物質が必要です。このため、SUMCOグループは環境
目標を設定し、電力・水・化学物質の使用量、産業廃棄
物の排出量の削減に取り組んでいます。

また、有害な化学物質や廃棄物の管理を徹底し、環
境リスクの最小化に努めております。

ステークホルダーの皆様とともに
SUMCOグループは、シリコンウェーハの供給を通

して社会の発展に貢献すると同時に、SUMCOグ
ループを支えていただいているステークホルダーの
皆様に貢献する企業を目指しております。

当社は、昨今話題となっている「働き方改革」への取
組みに関し、従業員の仕事と育児の両立支援策の一
環として、2016年11月に、九州事業所伊万里地区に
事業所内保育所「SUMCOいまり保育園」を開設いた
しました。「SUMCOいまり保育園」は、定員の一部を
地域枠としてSUMCOグループの従業員以外の方に
も開放しており、地域に開かれた保育園として活用し
ていただくことで、地域の活性化に繋がることを願っ
ております。

今後も、ステークホルダーの皆様と様々な対話を
行い、ステークホルダーの皆様のご意見・ご要望を積
極的に取り入れ、経営に活かしたいと考えております。

SUMCOビジョン

1.技術で世界一の会社

2. 景気下降局面でも 
赤字にならない会社

3. 社員が活き活きとした 
利益マインドの高い会社

4.海外市場に強い会社

代表取締役 会長兼CEO

橋本 眞幸
代表取締役 社長兼COO

瀧井 道治
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本 社　　　

設 立　　　

主 要 事 業　

資 本 金　　

代 表 者　　

グループ会社

株式会社SUMCO

東京都港区芝浦一丁目2番1号

1999年（平成11年）7月30日

半導体用シリコンウェーハの製造・販売

138,718百万円

代表取締役 会長兼CEO　橋本 眞幸

国内7社、海外12社

国内
SUMCO TECHXIV株式会社
SUMCOテクノロジー株式会社
SUMCOサービス株式会社
SUMCOサポート株式会社

SUMTECサービス株式会社
SUMCO保険サービス株式会社
日本台塑勝高株式会社

SUMCO Phoenix Corporation

SUMCO Southwest Corporation

SUMCO Funding Corporation

STX Finance America, Inc.

SUMCO Personnel Services Corporation

SUMCO Europe Sales Plc

海外
PT. SUMCO Indonesia

SUMCO Singapore Pte.Ltd.

SUMCO Korea Corporation

SUMCO Taiwan Technology Corporation

SUMCO Shanghai Corporation

FORMOSA SUMCO TECHNOLOGY CORPORATION

販売拠点　　
製造拠点
主要関係会社 千歳

［ウェーハ］

福岡
佐賀

［インゴット・ウェーハ］

秋田
JSQ事業部

［石英ルツボ］
米沢

［インゴット］伊万里
［インゴット・ウェーハ］
日本台塑勝高株式会社

［インゴット］

長崎
SUMCO TECHXIV
株式会社

［インゴット・ウェーハ］

東京本社

宮崎
SUMCO TECHXIV株式会社

［インゴット・ウェーハ］

大阪

販売拠点 技術サポート拠点

［インゴット、ウェーハ］

［インゴット、ウェーハ］
SUMCO Phoenix Corporation

SUMCO Phoenix Corporation

［ウェーハ］

［ウェーハ］

SUMCO Phoenix Corporation

SUMCO Korea Corporation

SUMCO Shanghai Corporation

SUMCO Taiwan Technology Corporation
FORMOSA SUMCO TECHNOLOGY CORPORATION

SUMCO Singapore Pte.Ltd.

PT. SUMCO Indonesia

SUMCO Europe Sales Plc

製造拠点

トップメッセージ

目次・編集方針

SUMCOグループの概要

ＳＵMＣＯグループの事業紹介

ＳＵMＣＯビジョン

ＳＵMＣＯのＣＳＲ

コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス

リスクマネジメント

環境マネジメント

事業活動における環境負荷

地球温暖化防止への取組み

廃棄物削減への取組み

水資源の有効活用

化学物質管理

環境負荷 (SUMCO Phoenix Corporation)

お客様との関わり

お取引先との関わり

株主・投資家との関わり

地域社会との関わり

従業員との関わり

サイトデータ

編集方針
本報告書は、SUMCOグループのＣＳＲに関する考え方や取

組みについて、ステークホルダーの皆様にご報告し、ご理解

いただくことを目指しています。本報告書の作成にあたっ

ては、GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリ

ティ・レポーティング・ガイドライン第4版」の内容を一部参

考にしています。

報告対象期間
2016年1月～2016年12月

報告対象期間が上記と異なる場合は、個別に注記します。

報告対象組織
株式会社SUMCOおよびそのグループ会社を対象として

います。本報告書で、「当社」と記載している場合は、株式会

社SUMCOを表しています。主要財務データは、株式会社

SUMCOおよびその連結子会社を対象としています。その

他の実績データの対象範囲は個別に注記しています。

発行年月
2017年5月（次回：2018年5月予定）
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本報告書に記載された予測、予想、見込みその他の将
来情報は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が
判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含
まれております。そのため、実際は、様々な要因の変化
により、記載された見通しとは大きく異なる結果とな
る可能性があります。

環境報告

社会性報告

会社概要 グループ会社

国内ネットワーク

主要財務データ

海外ネットワーク

野田
SUMCOテクノロジー
株式会社

［ウェーハ］

25.4%

13.3%

売上高（連結）

従業員数（連結）

営業利益（連結）

地域別売上高構成比（2016年12月期）

親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

53.3%

8.0%

マネジメント

SUMCOグループの概要 （2017年4月1日現在）

※ 2013年12月期は2013年2月から2013年12月までの
 11ヶ月間
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単結晶引上工程 ウェーハ加工工程

多結晶シリコン スライシング ラッピング ポリッシング ウェーハ洗浄 鏡面ウェーハ溶解 種付け 回転引上 単結晶インゴット

珪石 多結晶
シリコン

単結晶
インゴット

シリコン
ウェーハ

半導体
チップ

半導体
デバイス 電子機器パターン付き

ウェーハ

精錬・
精製

単結
晶化

スライ
シング

ダイ
シング 組立パッケー

ジング
回路

パターン
露光

単結晶ブロック

シリコンウェーハの製造プロセスには単結晶引上工程とウェーハ加工工程とがあります。単結晶引上工程では、 原料の多結晶シ
リコンを溶解し、単結晶インゴットを製造します。ウェーハ加工工程では、単結晶インゴットをスライスして、円盤状にしたものを研
磨・洗浄し、表面を鏡面に仕上げます。

シリコンウェーハの製造

いまや自動車の内部では、数多くの
半導体デバイスが機能しています。
自動運転や自動ブレーキ、車線キー
プ機能といった運転支援システムに
は、きわめて高い信頼性が必要であ
り、シリコンウェーハにも高い品質信
頼性が要求されます。

車載向け半導体

シリコンウェーハは、普段生活する上では殆ど目にすることがありませんが、
あらゆる電子機器に採用されているもので、実は生活に欠かすことができない製品です。

様々な技術革新が電子機器を進化させ、私たちの暮らしを豊かにし、文明を進化させます。
より小さく、より大きく、より軽く、より強く、より早く。

技術者達は、過去の偉人達に挑戦し続け、乗り越え、革命を起こします。
そして、その挑戦に必ず必要なのがシリコンウェーハの進化です。

社会の進展、人類の進化のためのあらゆる技術革新に貢献する企業であるために、
SUMCOは、挑戦し続けます。

シリコンウェーハに要求される品質は大きく次の４つの項目に集約されます。シリコンウェーハは様々な技術の粋を集めた製品で
す。加えて製造現場での作り込みにノウハウを要するため、チームとしての情報共有化や技術の蓄積が不可欠です。

シリコンウェーハに要求される４つの品質

結晶完全性
半導体デバイスに使用される
シリコンウェーハは単結晶で
作られています。300mm
ウェーハ1枚を形成しているシ
リコン原子は3×10の24乗個
に及びますが、単結晶とはこれ
らの原子が縦横上下に整然と
並んでいる状態のことを言い
ます。

清浄性／非汚染性
シリコンウェーハ表面に付着する微粒子の数は限りなくゼロに近くする
ことが要求されます。微粒子を直径0.04mmの微細な砂粒とすると、直
径300mmのウェーハを直径300m（東京ドームに相当）の広さに拡大し
たとして、微粒子の管理水準は、直径300mの広大な面積の中に落ちて
いる微細な砂粒がたった10粒しかないという状態に相当します。また、
デジタルカメラの撮像素子
に使われるウェーハは、不純
物レベルが千兆分の１以下
であることが求められてい
ます。

シリコンウェーハ

高低差が
0.1mm以下

300mm

約300m

シリコンウェーハ

300mm 約300m

平坦性
半導体回路の微細化のためシリコンウェーハは極
度に平坦である必要性があり、直径300mmの
ウェーハを直径300m（東京ドームに相当）の広さ
に拡大したとして、ウェーハの凹凸はドームのグラ
ウンドの高低差でわずか0.1mm以下にしなければ
なりません。

シリコンウェーハ

高低差が
0.1mm以下

300mm

約300m

シリコンウェーハ

300mm 約300m

映像・画像を撮影する際の「眼」
となる撮像素子。イメージセン
サと呼ばれるこの半導体デバ
イスにおいて、暗所での撮像時
に生じるノイズを抑えるために
は、きわめて高品質のシリコン
ウェーハが求められます。

撮像素子
電力の制御を行うパワー半導体と呼
ばれるデバイスは、技術的にも複雑
で特殊な領域です。特に、電車など
1000Vを超える重電分野での電源
制御では、シリコンウェーハにも特殊
なノウハウが求められます。

パワー半導体
通信機器には、電子メールやインターネッ
トの閲覧や各種アプリケーションを動かす
ためのロジック、写真撮影用のセンサー、写
真データなどを保存するためのメモリーな
ど、多くの最先端の半導体が使われ、年々
高機能化しており、これらにSUMCOのシ
リコンウェーハが使われています。

通信機器

SUMCOグループの事業紹介

身近なところにSUMCOの製品
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売上高・営業利益・親会社株主に帰属する当期純利益
営業利益（連結）
親会社株主に帰属する当期純利益（連結）■ 売上高（連結）

※2013年度は、2013年2月から2013年12月までの11か月間
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SUMCOビジョン

SUMCOの技術力と安定した製品供給実績はお客様から
高い評価を受けています。実際、サプライヤー表彰制度を持
つ多くの半導体メーカーから高い評価を得て、表彰されてい
ます。この評価を更なる起点に、お客様への長期的なコミット
メントや相互信頼に基づいた協業活動を推進し、一段の技術
力向上に注力してまいります。

2017年3月には、世界トップの半導体メーカーである
インテル社から15年連続となる「Supplier Continuous 
Quality Improvement(SCQI)賞」を い ただきました。
2017年2月には、ファウンダリートップのTSMC社から

「Excellent Performance賞」を3年連続で受賞しました。
さらに、同じく2017年2月に世界最大の半導体メモリーメー
カーである三星電子社から4年連続で「Best Partner賞」を
受賞し、半導体売上高トップ3社から3年連続で同時受賞とい
う快挙を達成しました。

技術で世界一の会社1

シリコンウェーハ市場は、事業環境が短期間に大き
く変化するという特徴がありますが、SUMCOグルー
プでは、景気下降局面でも赤字にならない収益体質
の実現を目指し、コスト低減による損益分岐点の改善
を進めています。

今後も、コスト低減、品質向上、製品の他社との差
別化により、景気下降局面でも収益を確保できる企業
体質を目指してまいります。

2 景気下降局面でも赤字にならない会社 SUMCOグループは、日本をはじめアメリカ・台湾・インドネシアに製造拠点を持っているほか、世界各地に販売拠点を持ち、世界
中の半導体メーカーにシリコンウェーハを供給しています。SUMCOグループの売上高の実に8割近くは海外市場によるものであ
り、半導体売上高世界トップ10の全ての企業が、SUMCOグループのお客様です。これらのお客様と長年にわたり強固な信頼関係
を築いてきたことは、SUMCOグループの大きな「強み」であり、この「強み」を更に強化するため、国籍を問わず、優秀なグローバル
人材の育成を積極的に行っています。

4 海外市場に強い会社

Intel
Samsung
TSMC

SK	Hynix
Micron
Texas

Instruments
東芝
NXP

Infineon
ST

半導体売上高トップ10	（2016年）

出典：各種統計をもとにSUMCO作成
※Fablessを除き、Foundryを含む

（単位：10億ドル）
0 20 40 60

　会社を実際に動かしているのは、社長や役員ではなく、
従業員です。 
　SUMCOグループでは、従業員一人ひとりがSUMCO
ビジョンを共有し、利益やコストの意識を持って、課題の
発見と解決に取り組んでいます。こうした従業員の意識・
活動を醸成するため、会長兼ＣＥＯ・社長兼ＣＯＯが各工場
を回って「経営状況説明会」を頻繁に開催し、環境に即応し
た経営課題の共有化を行っています。 
　また、会社で働く従業員一人ひとりのモチベーションが
高くなければ、SUMCOビジョンに定める「技術で世界一

3 社員が活き活きとした利益マインドの高い会社
の会社」も 「赤字にならない会社」も実現することはでき
ません。SUMCOグループでは、様々な表彰制度を設け、
従業員の努力と成果を適切に評価しそれに報いることで、
従業員のモチベーション向上を図っています。 
　さらに、育児にあわせて柔軟に勤務時間を選択できる
多様な勤務メニューの完備や、事業所内保育所を当社最
大拠点の九州事業所伊万里地区に開設するなど、従業員
の仕事と育児の両立を支援する取組みを進め、従業員に
とって働きやすい職場作りを進めています。

1 2 3

4 5

1 全社TPM発表会
2 経営状況説明会
3 PT.SUMCO Indonesiaの従業員
4 SUMCO TECHXIV株式会社の
　 従業員
5 SUMCO Phoenix
    Corporationの従業員

1

2 3
1 Supplier Continuous Quality Improvement（SCQI）賞（インテル社より）
2 Excellent Performance賞（TSMC社より）
3 Best Partner賞（三星電子社より）

撮影：Chip Holley, Chip Holley Productions

SUMCOは、全社員一丸となって、
エクセレントカンパニーを目指します
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マネジメント

 コーポレート・ガバナンス体制
1コーポレート・ガバナンス体制に関する考え方

当社は、監査等委員会設置会社制度を採用しています。
この制度の採用により取締役会において議決権を持つ監
査等委員である取締役が監督を行うことによる監査・監督
の実効性の向上、並びに内部監査部門を活用した監査の
実施による内部統制の実効性が向上しました。

2取締役会の構成・役割
当社の取締役会は、各担当業務における業績およびマ

ネジメント能力に秀でた社内取締役と、専門的な知識およ
び経験の豊富な社外取締役により、取締役会全体としての
知識、経験、能力のバランスおよび多様性を確保するとい
う基本方針に基づき、取締役（監査等委員である取締役を
除く）6名および監査等委員である取締役6名（うち4名は
独立社外取締役）で構成されています。

当社の取締役会は、法令、定款および取締役会規則に基
づき、経営戦略、経営計画、その他経営に関する重要な事
項の決定を行い、各取締役から職務の執行状況の報告を
受け、関係会社の重要な業務執行、コンプライアンス、内
部統制やリスク管理の運用状況の監督を行うとともに、独
立社外取締役も参加した自由な意見交換のもとで適切に
会社の業績等の評価を行い、その評価を経営幹部の人事
に適切に反映しています。

また、当社は、株主総会に関する事項、決算等に関する
事項、経営計画に関する事項、内部統制に関する事項等の
重要な業務執行については、独立社外取締役を含めた取
締役会で十分議論を行ったうえで決定することを基本方
針としています。そのため、重要な業務執行の決定を取締
役に委任できる旨を定款に規定していません。

3独立社外取締役
当社は、独立社外取締役として、弁護士、公認会計士の

職務経験をもつ経営コンサルタント、行政分野における職
務を通じて培われた幅広い経験・知見並びに長年にわたる
企業経営に関する経験を有する者、および国際金融に関す
る幅広い経験・知見並びに企業経営に関する経験および
コーポレート・ガバナンスに関する知見を有する者の4名
を選任しています。

各独立社外取締役は、SUMCOグループの持続的な成
長と中長期的な企業価値の向上を図るため、経営の方針
や経営改善について自らの知見に基づき助言を行い、少
数株主をはじめとするステークホルダーの皆様の視点に
立って経営の監督を行い、取締役候補者の選任その他取
締役会の重要な意思決定に参加し、取締役会および経営
陣等の業務執行並びに当社と経営陣等の間の利益相反を
監督します。

4監査等委員会
当社の監査等委員会は、監査等委員である取締役6名

（うち過半数の4名は独立社外取締役）で構成されていま
す。監査等委員会の活動の実効性確保のため、監査等委
員の互選により常勤の監査等委員を置くとともに、監査等
委員のうち最低1名は、財務・会計に関する相当程度の知
見を有する者とするよう努めることを基本方針としていま
す。また当社は、監査等委員会の活動を補助し監査の円滑
な遂行を支援するため「監査等委員会室」を設置し、スタッ
フを配置しています。

監査等委員会は、法令に基づく調査権限を行使するとと
もに、法令、定款等の遵守状況の点検・確認、および財務報
告に係る内部統制を含めた内部統制システムの整備・運用
状況等の監視等を通じて、取締役の職務の執行が法令およ
び定款に適合し、適正に遂行されているかを監査します。

SUMCOのCSR コーポレート・ガバナンス
SUMCOグループは、半導体デバイスの基幹基板であ

るシリコンウェーハの供給を通して、産業の発展と人々の
生活の質の向上に貢献するという理念のもと、「良き企業
市民」であることを目指してCSR活動に取り組んでいます。

当社は、CSRにはふたつの部分があると考えています。
法令遵守（コンプライアンス）・安全確保・環境保護は「市

民」としての当然の義務であり、事業活動を通じた製品・
サービスの品質の維持・向上と社会への利益還元は企業
本来の責任です。この義務と責任が企業のCSRの基礎部

分であり、これを果たすためには、組織体として内部統制
が重要です。この意味で当社は、内部統制と企業倫理を重
要な経営課題と考えています。

この基礎部分に加え、企業は本来の事業活動から離れ
た分野においても積極的に社会貢献活動を行うことが求
められます。環境整備事業、教育文化活動、従業員による
ボランティア活動に対する支援等がこれにあたります。当
社は地域社会の良きパートナーでありたいと考え、地域の
美化活動、教育文化活動に積極的に取り組んでいます。

※当社ホームページに「コーポレート・ガバナンス基本方針」を掲載しております。
当社におけるコーポレート・ガバナンスの詳細については、こちらをご覧下さい。

※当社のガバナンス報告書につきましては、日本取引所グループホームページ、「コーポレート・ガバナンス情報サービス」より、ご確認いただけます。

お客様

地域社会

株主様

従業員

お取引先

お客様に対して
●顧客満足度の向上
 （製品やサービスの品質の維持・向上）

株主様に対して
●利益還元（配当等）
●企業価値の向上

お取引先に対して
●強固で良好なサプライチェーンの構築

従業員に対して
●雇用の確保
●利益還元（賞与等）
●職場環境の整備（メンタルヘルス、育児・介護休暇）

地域社会に対して
●雇用の創出・納税
●地域環境整備
●地域教育活動支援

ステークホルダーに対する主な責任

ステークホルダー関係図
当社は事業活動を支えていただいているステークホルダーの皆様に対して、企業としての責任を果たしていきます。
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5指名・報酬委員会
当社は、コーポレート・ガバナンスの一層の充実を図るた

め、取締役会の任意の諮問機関として、独立社外取締役を
主要な構成員とする指名・報酬委員会を設置しています。

指名・報酬委員会は、当社の取締役（監査等委員である
取締役を除く）候補者の選任プロセス、資質および指名理

 SUMCO行動憲章
当社は、事業を発展させ健全に存続していくには、役員・従

業員が法律、その精神、倫理、その他の社会規範を遵守し、世
界に受け入れられることが必要と考えています。

当社では、「SUMCO行動憲章」の浸透を図るため、全従業
員を対象に定期的に「SUMCO行動憲章」の教育を行うとと
もに、「SUMCO行動憲章」を遵守するための最高責任者と
して遵法担当役員を設置しています。遵法担当役員は、各部
門の責任者から定期的に「SUMCO行動憲章」の遵守状況に
ついての報告を受け、取締役会に報告しています。

SUMCOグループ各社においても、「SUMCO行動憲章」
と同等の行動憲章を制定し、SUMCOグループの一員とし
て、企業倫理の確立およびコンプライアンス体制の構築を
図っています。

 公正な事業活動・反腐敗
当社は、公正な事業活動の推進、および贈収賄を含む腐敗

の防止の観点から、「SUMCO行動憲章」において、法の遵
守、公正な競争および公務員等への不正な利益供与の禁止
を明記するとともに、詳細な定めを「利益供与取扱規定」に明
記しています。
「利益供与取扱規定」では、（1）政治資金規正法や公職選挙

法に違反する政治家への献金・寄付、（2）国内外の公務員の
職務に関連して、見返りを求めたり、便宜を図ってもらうこと
等を目的に実施する接待、贈答、（3）反社会的勢力や団体と
の取引、（4）株主の権利行使に関する財産上の利益供与、

（5）社会的常識の範囲を超えた過剰な接待、贈答、（6）その
他一切の違法な利益供与および社会的常識に照らし不正・不
当と認められる取引を禁止するとともに、寄付・賛助、交際
費、慶弔費、広告・宣伝、新聞・雑誌・図書等の購読・購入、外部
団体会費、業務委託について、基準を定め、適切な決裁を経
て実施することとしています。

当社では、「利益供与取扱規定」を社内ネットワークに掲載
し周知を図るとともに、「SUMCO行動憲章」の研修により全
ての役員・従業員に周知徹底し、その遵守状況を定期的に遵
法担当役員に報告しています。

 反社会的勢力との関係遮断
当社は、反社会的勢力との関係を絶ち、反社会的勢力から

の不当な要求に応じないことを「SUMCO行動憲章」に明記
し、教育・研修を通じて、役員・従業員に周知徹底しています。

 内部通報窓口の設置
当社は、2006年に内部通報制度を導入し、社外窓口（弁護

士）も開設しています。これらの窓口や通報方法について記
載したコンプライアンスカードを配布する等、従業員への周
知徹底に努めています。

 輸出管理
当社は、国際的な平和および安全の維持を目的とする安

全保障輸出管理を適切に行うために、「安全保障輸出管理規
定」を制定し、顧客審査・取引審査を実施するとともに、貨物
の輸出や非居住者に対する技術の提供に際しては、当該規
定に基づき適切な手続きがなされたことを確認しています。

 知的財産についての取組み
SUMCOグループでは、知的財産を重視し事業の戦略的

ツールとして活用するとともに、第三者の知的財産権を尊重
することを基本方針としています。

この基本方針のもと、知的財産の取得、維持および活用、
侵害の予防、知的財産の教育に関して社内規定に定め、知的
財産部を中心として各部門と連携を取りながら積極的な活
動を続けています。また、取得した権利については定期的な
見直しを行うことで新陳代謝を図り、適正なコストの維持に
も努めています。

 情報の管理
当社は、情報を適切に使用・管理すべきことを「SUMCO

行動憲章」に明記するとともに、「情報管理規定」やその関連
規定・ガイドライン等を制定し、営業秘密や顧客情報の漏洩
防止等に努めています。

さらに個人情報については、「個人情報の保護に関する法
律」に基づき「個人情報管理規定」を制定し、個人情報の適切
な管理を図っています。

ハード面では、インターネットを経由した外部からのコン
ピュータシステムへの攻撃、コンピュータシステムの不正利
用、コンピュータシステムのウイルス感染といった各種リス
クに対し対策を講じ、情報の社外への流出を防いでいます。

コンプライアンス

由並びに役員報酬体系等に関して、取締役会から諮問を受
けて、その適切性等について検討し、会社の業績等の評価
も踏まえ、答申を行います。取締役会は、指名・報酬委員会
の答申を得て、取締役（監査等委員である取締役を除く）
候補者の指名および報酬等の決定を行います。

会社が社会的責任を果たしつつ更に成長するための行動
基準として、「SUMCO行動憲章」を制定し、社内の様々な規
定や遵守プログラムの上に位置する最高位の規定として位
置付けています。

監査等委員会監査等委員でない取締役

経営会議

監査室業務執行取締役

執行役員
各部門
子会社

〈諮問委員会〉
指名・報酬委員会

監査等委員会室

選任・解任選任・解任監査報告

監査

答申 諮問

内部監査
会計監査、
内部統制監査

選定・解職・監督
連携

連携

連携

報告

報告

指示

選任・解任議案の上程
報告

・Business
Security
Committee
・予算審議会

等

取締役会

業務執行

株主総会

会
計
監
査
人

〈全社会議〉

 コーポレート・ガバナンス体制図

紛争鉱物について

タンタル、錫、金またはタングステンのいずれも、当社の製品の機能性または生産に必須ではなく、よって当社の製品は、米国の2010年成立のドッ
ド・フランク ウォールストリート改革および消費者保護法による紛争鉱物規制の対象ではないと認識しています。
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 コンピュータシステムの災害対策
当社では、全社で使用する基幹システム等のデータサー

バについては、サーバの設置拠点とは別の拠点に同等の災
害対策機を用意するとともに、日常的に災害対策機へのバッ
クアップを行い、サーバ設置場所が大規模地震等の被害を
受けた場合であっても業務を継続できるような体制を整え
ています。

 安否確認システム
大地震などの大規模災害が発生した場合、被災地におい

ては、社会インフラが一時的に麻痺し、電話等が一時的に不
通あるいはかかりにくい状況になることが予想されます。
SUMCOグループでは、日本国内に在勤する従業員につい
て、迅速かつ確実に安否状況が確認できるよう「安否確認シ
ステム」を導入しています。

このシステムにより、緊急事態が発生した場合に従業員の
家族を含め、速やかに安否を把握し、必要な連絡ができる体
制の整備が進みました。これにより、災害後の復旧活動の早
期化にも寄与できるものと考えています。

 訓練（総合避難）
SUMCOグループでは毎年、消防計画に基づき総合避

難訓練、夜間休日訓練、部分訓練を実施しています。
総合避難訓練では、消防署も交え、地震発生による火災

を想定し、消火器での初期消火訓練や消火班の消火栓使
用訓練、自社設置の消防車使用訓練等を実施しています。

夜間休日訓練では実際に夜間もしくは休日に実施して、
平日や昼間では洗い出せない問題点についても対応する
ように取り組んでいます。

リスクマネジメント

 事業継続への取組み
当社は、「リスク管理基本規定」に事業継続が経営上重要

事項であることを定め、その整備・改善に取り組んでいます。
改善計画とその進捗状況は前述のBSCで報告・検討され、こ
れに基づき、各事業所においてリスク管理・対応の強化を
図っています。

2016年度は、SUMCO TECHXIV株式会社長崎工場に
おいて、震度6強の地震発生を想定した震災対応シミュレー
ション訓練を実施しました。

当社は、リスク管理に係る基本事項を定めた「リスク管理
基本規定」を制定し、リスク発生時における情報伝達ルートを
整備するとともに、緊急対策本部の設置等の体制を整備して
います。

 リスク管理基本方針
企業活動に関する、人・物・金・信用等、あらゆる資源の安全

を確保するため、当社は、（1）リスクを事前に予測し、その発
生を未然に防止する（リスク発生の未然防止）とともに、（2）
万一、リスクが発生した場合には、被害を最小限に抑制する

（被害の最小化）ことを目的とした施策を継続的に推進してい
ます。

なお、リスク対応推進にあたっての基本的な考え方は、以
下の2点です。

a.  経営資源の適正配分および実効性の確保の観点から、
発生率が高く、かつ、発生した場合の影響度が大きいリ
スクから優先的に対応を進める。

b.  事業継続性の観点から、仮に事故等が発生しても、事
業活動の中断あるいは停止といった事態に至らぬよ
う、被害および損失の最小化を目指す。

 BSC（Business Security Committee）
当社は、リスク管理全般を統括する組織として、BSC

（Business Security Committee）を設置し、リスク管理に
関する全社方針の策定およびリスク対応の進捗状況の確認
等を行っています。

また、情報漏洩リスク、金融市場リスク、品質リスク等の個
別リスクについては、社内規定等を定め、適切に管理してい
ます。

 訓練（緊急事態）
SUMCOグループでは、緊急事態（地震、台風、爆発、火

災、薬品漏洩等）を想定し、緊急事態のリスク箇所の評価・特
定を毎年行い、リスクが高いと判断された箇所は、関係者
の教育や手順書に基づいた訓練を計画し実施しています。

訓練終了後には、問題点を抽出して手順等の見直しを行
い、緊急事態に対していかに早く確実に対応できるか改善
を行っています。

また、納入時の薬品漏洩を想定し、安全でスムーズな処
置対応ができるように、定期的に薬品納入取引先様と当社
社員との合同対応処置訓練を実施しています。

BSC（Business Security Committee）

リスク管理に係る下記事項を遂行する。

委員長：会長兼CEO
委　員：社長兼COO、副社長並びに
　　　　各部門統括役員、担当役員
事務局：総務部

構成

各部門 国内関係会社 海外関係会社

a. リスク管理に関する全社方針の審議・決定
b. リスク未然防止策の審議・決定
c. 新たなリスク事象に関する対応協議
d. リスク管理全般に関する情報交換
e. リスク管理に関する社内啓蒙
 f. リスク対応進捗状況の確認・フォロー

1

目的2

BSCの構成と目的

屋外消火栓使用訓練避難訓練

防寒対策 アルミ袋と毛布の活用教育 簡易トイレ組立と使用教育

リスク管理基本規定における主な想定リスク

❶ 経営全般に係るリスク
❷ 事故・災害に係るリスク
❸ 事業中断に係るリスク
❹ コンプライアンスに係るリスク
❺ 情報に係るリスク
❻ 知的財産に係るリスク
❼ 人事・雇用に係るリスク
❽ 税務・経理に係るリスク
❾ 製品・サービスに係るリスク

 安全・衛生に係るリスク
 環境に係るリスク
 与信に係るリスク
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環境報告

具体的内容
1車両からの燃料、オイル等の漏洩点検実施依頼
2納入・引取り時、当社担当者の立会いと指示の遵守
3産廃車両からの汚泥・廃液等の落下を防止するた

めの重点点検依頼
4過去発生している社内環境事故事例紹介

 環境管理体制
環境統括役員のもと、環境担当役員およびサイト環境管理責任者を任命し、それぞれの役割、責任および権限を定めて環境管理

体制を構築しています。環境管理委員会、サイト環境管理委員会で、情報・指示の伝達および共有化を図っています。

環境マネジメント

1.	環境基本理念
私たちは、半導体用の高品質なシリコンウェーハ及び石英ルツボの製造メーカとして、このかけがえのない地球環
境を次世代に引き継ぐために、次の通り行動指針を定め、環境保全活動に自主的かつ継続的に取り組みます。

SUMCO	環境基本方針

環境統括役員

環境担当役員

サイト環境管理責任者

部門環境責任者 サイト環境管理委員会 サイト事務局

法定管理者

サイト内部環境監査員

専門部会部門環境推進者

従業員

環境管理委員会

EMS担当者会議

全社事務局 全社内部環境監査員

環境管理体制図

2016年結果

 環境教育
お取引先への環境事故予防教育

化学物質等の納入各社様と産業廃棄物引取り各社様を
対象として、当社において環境事故予防と法遵守も含めた
教育を実施しています。

 当社環境目標
環境目標については、2015年～2017年の目標を設定し、各種の取組みを実施しています。基準年は、前年実績としています。ま

た、半期ごとに実績状況を確認し、必要に応じて目標値の見直しを行います。

事業活動系取組事項 中期目標：2016年 基準年 2016年目標 2016年結果
電力使用量の削減【CO₂排出量の削減】 1.1%減

2015年

1.1%減 2.9%減
化学物質使用量の削減 1.0%減 1.0%減 4.0%減
産業廃棄物排出量の削減 1.7%減 1.7%減 7.9%減
用水使用量の削減 1.1%減 1.1%減 5.9%減

有益取組事項 環境目標（毎年設定） － 2016年目標 2016年達成率
部門本来業務の改善・効率化の推進 達成率 80% － 達成率 80% 92.8%

（生産原単位管理）

2.	環境行動指針
1	事業活動を通じ、次の項目を重点課題として活動を推進します。
 ①事業活動における電力などの省エネルギー活動を推進し、温室効果ガスの排出抑制に努めます。
 ②廃棄物の排出量削減及び再利用、リサイクルの拡大に努めます。
 ③事業活動にて使用する化学物質の削減に努めます。
 ④有害な化学物質及び廃棄物の取扱管理を徹底し、環境リスクの低減に努めます。
2	環境関連の法規制、条例及びその他の同意した要求事項を順守します。
3	事業活動全般において汚染の予防を図り、地球環境保全及び地域との共生に努めます。
4	環境目標を定め、定期的にこれを見直すことにより、環境マネジメントシステムの継続的改善を推進します。

2017年1月1日

 環境監査
当社では、社内監査員による内部環境監査、外部審査機

関による環境マネジメントシステム審査を実施してい 
ます。

内部環境監査
内部環境監査は、環境マネジメントシステムの対象とな

る全組織について毎年実施しています。監査の結果につい
ては環境統括役員へ報告を行い、翌年の活動に反映し環
境マネジメントシステムを継続的に改善しています。

環境マネジメントシステム審査
環境マネジメントシステム審査は、外部の審査機関によ

る毎年の定期審査および3年ごとの更新審査を実施して
います。

 環境関連法規制の遵守
SUMCOグループは、法規制および協定で要求されて

いる事項を特定し、遵守確認を実施しています。
また、海外化学物質規制のRoHS指令やREACH規制に

ついても遵守しています。

環境事故予防教育

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
報
告

社
会
性
報
告

サ
イ
ト
デ
ー
タ

SUMCO CSR報告書 2017 SUMCO CSR報告書 201715 16



 野田事務所における
土壌・地下水汚染対策状況
2005年に実施した自主調査において、揮発性有機化合

物、およびふっ素の土壌・地下水環境基準値の超過が確認
され、関係先と協議しながら対策を進めてきました。現在
は、敷地境界付近に設置した揚水井戸により、汚染物質の
拡散防止と回収に取り組んでいます。

事業活動における環境負荷
エネルギー資源の枯渇、地球温暖化や生物多様性の問題など、世界規模で環境への影響が深刻化している中で、SUMCOグ

ループは、生産活動を行うにあたり、電力、化学物質、廃棄物、排水を著しい環境側面に特定し、あらゆる事業活動において、環境配
慮や環境負荷低減の取組みを推進しています。

 2016年の事業活動と環境負荷（SUMCOグループ（国内））

 環境負荷の推移地下水汚染物質累積回収量

2011201020092008 2012 2013 2014 2015 2016（年）
0
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（kg）
ふっ素 テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン シス -1, 2- ジクロロエチレン

※CO2排出係数は、電気事業者別の
CO2排出係数を用いて算定

※地図中の「STC」はSUMCO TECHXIV株式会社、「SPX」はSUMCO Phoenix Corporation、「SPTI」はPT. SUMCO Indonesia、「FST」はFORMOSA SUMCO TECHNOLOGY 
CORPORATIONを表しています。

※海外関係会社のCO2排出係数は、GHGプロトコル（The Greenhouse Gas Protocol Initiative）の各国排出係数を用いて算定

● 環境アセスメント実施

● 安全な原材料
● リサイクル材の使用

グリーン調達

● 輸送システムの改善
● 通函の使用
● 資材の再利用

● 省エネルギー
● 化学物質の使用量削減
● 水の使用量削減
● 法令遵守
● 汚染物質の排出量削減
● 廃棄物の排出量削減

製品
開発

調達

製造

輸送

事業活動
CO₂排出量

内訳 電力
　　 燃料
輸送CO2排出量

排水量

廃棄物

海洋
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下水道

事業系一般廃棄物
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特別管理産業廃棄物

PRTR法対象物質
排出量
移動量
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PRTR法対象物質
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取扱量
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物流工程における船便化によるCO₂排出量削減の取組み
当社では、シリコンウェーハの海外向け輸送は従来航空便

によってきましたが、CO₂排出量の削減や輸送費の低減の
観点から、2009年より一部について船便化に取り組んで
います。輸送リードタイムの長期化や輸送環境の変化等の
影響も考慮しながら、導入にあたっては輸送テストを実施
し、製品品質に影響がないことを確認し、お客様と相談のう
え進めています。

地球温暖化防止への取組み
SUMCOグループでは、シリコンウェーハの製造における

電力使用量を削減するために、生産の効率化や合理化を推
進しています。また、生産設備およびユーティリティー設備の
更新時には、省エネタイプや高効率化設備を採用してい
ます。

事務所においても、休憩時間や昼休み時の消灯および冷
暖房の適正温度を定め、省エネに努めています。このような
取組みにより、CO₂排出量の削減を図っています。

廃棄物削減への取組み

水資源の有効活用

当社は、廃棄物の中でも排出量の多い汚泥の削減方法と
して、廃水処理の薬注量見直しによる汚泥発生量の抑制に取
り組んでいます。また、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチッ
ク等については、有価物化およびリサイクル化を推進してい
ます。

リユースコンテナ採用による廃棄物削減への取組み
お客様で発生する廃棄物を削減する取組みとして、直径

300mmのシリコンウェーハの出荷梱包をリユースコンテナ
へ切り替える取組みを進めています。2016年のリユースコ
ンテナ使用率は64.2%でした。

リユースコンテナの導入にあたっては、輸送テストを実施
し、製品品質に影響がないことを確認しています。

工業用水、地下水をもとに、ろ過およびイオン交換により、
純水として使用しています。純水化の過程で残った水につい
ては、ユーティリティー設備の冷却水および廃水処理薬剤の
希釈水等に利用しています。また、洗浄する際のリンス水も
回収する等、少量でもリサイクルにつながる取組みを行って
います。
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 PRTR法対象物質の排出量と移動量
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善

の促進に関する法律（PRTR法）により指定された物質は、排出
量および移動量の届出が義務付けられています。

2016年度は、PRTR法の届出対象物質数は10物質で、前
年より3物質減少しています。大半は、洗浄用の薬品および燃
料に含有する物質となっています。

化学物質管理

政令
番号 第一種指定化学物質の名称 取扱量

排出量 移動量

大気 公共用
水域 土壌 埋立 下水道 廃棄物

20 2-アミノエタノール 13.80 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00

30 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸およびその塩 1.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

71 塩化第二鉄 6.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

80 キシレン 70.90 1.20 0.00 0.00 0.00 0.00 1.00

88 六価クロム化合物 0.70 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.70

296 1,2,4-トリメチルベンゼン 80.00 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00

300 トルエン 7.10 1.00 5.20 0.00 0.00 0.00 0.30

374 ふっ化水素およびその水溶性塩 642.30 0.40 0.00 0.00 0.00 0.00 256.00

407 ポリ（オキシエチレン）=アルキルエーテル 1.80 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.80

410 ポリ（オキシエチレン）=ノニルフェニルエーテル 57.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 40.00

合計 881.10 2.70 5.40 0.00 0.00 0.00 299.80

PRTR法届出対象物質（第一種指定化学物質：1t/年以上、特定第一種指定化学物質：0.5t/年以上）
対象期間：2015年4月から2016年3月 （t）

※取扱量と排出量・移動量の合計が合わないのは、対象物質が分解・無害化されて排出されたため。

環境負荷（SUMCO	Phoenix	Corporation）
2016年も継続して堅固な環境管理システムの運用を推進し、
消費量と放出量とも前年並み、あるいは前年より下回る結果となりました。

◦可変周波数駆動モーターの使用を継続・拡大
◦省エネ照明の使用を継続・拡大
◦操業効率の最大化

主
な
改
善
取
組
項
目

◦製造工程のリンス水等のリユースを通じ、 
市水の使用量を低減

◦製造工程改善による水の使用量の低減
◦工場敷地内の造園植物の耐乾性植物化

主
な
改
善
取
組
項
目

◦砒素含有廃棄物処理残渣物、廃水などの大量
廃棄物発生源に焦点を当てた低減活動の継続
推進

◦スクラップ材のリサイクル・リユース
◦経営幹部への有害廃棄物総量月例報告

主
な
改
善
取
組
項
目

	省エネルギー
2016年もエネルギー効率改善の取組みを継続して実

行し、生産量が増加したにもかかわらず、電力使用量は若
干低減しました。

	節水
水はシリコンウェーハの製造工程で使用される主要資

源であり、この数年に渡り、様々な取組みを通して、リユー
スの増加、使用量の低減を図ってきました。2016年もこれ
らの取組みを継続し、前年並みの水準となりました。

	廃棄物と化学物質
2015年に砒素含有廃棄物処理残渣物と廃水の低減に

焦点を当てた取組みを開始しましたが、それらの取組みを
2016年も継続して推進し有害廃棄物量は若干低減しま 
した。

PRTR法対象物質の排出量と移動量（SUMCOグループ（国内））

電力使用量

水使用量

有害廃棄物量
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社会性報告

お客様とのコミュニケーション
当社では、お客様のご要望を早期に把握し、製品開発を
迅速に進め、ご要望に即した製品の納入を確実にするため
に、お客様と当社との双方向のコミュニケーション活動（技
術交流会）を国内外で積極的に進めています。
技術交流会は、独自技術の提案のみならず、お客様の

ニーズを早期に、かつ、的確に捉えた製品の納入実績の確
認とフォローアップを通して、当社製品の正当な評価と信
頼を確保する機会と位置づけています。技術交流会で得ら
れたお客様のニーズは、当社製品の恒常的な品質改善活
動に反映させるのみならず、高精度化要求や製品の差別
化に対応した技術開発ロードマップ、さらには市場動向を
見据えた事業展開検討への貴重な声としています。当社
は技術交流会を通して顧客満足度と当社製品品質の更な
る向上を目指しています。
また、お客様とのコミュニケーションに際しては、常にお
客様本位の最良な情報を提供するとともに、コンプライア
ンスに留意しています。

 安全な製品の提供
製品に含まれる化学物質の管理
当社では、法律で規制される物質およびお客様より要求

される使用禁止・削減物質等について、社内規定や標準類
を定めて運用管理を行っています。

安全データシート（SDS）の提供
当社製品の化学物質の危険有害性に関する情報の伝達

や安全な取扱いのために、JISZ7253に基づいた安全デー
タシート（SDS）を提供しています。

 品質教育
製品の信頼性と安全性を向上させるには、一般の作業
者から監督者の意識とスキルを向上させることが必要 
です。
このため当社では、職種と階層別に必要な品質教育の
プログラムを定め、それぞれの教育プログラムのインスト
ラクターを国内の各シリコンウェーハ製造工場に配置し、
必要な人材に対して必要な時に教育を実施できる体制を
整えています。
なお、2016年は意識付

け教育を中心に国内工場
で390回の社内セミナー
を開催しました。また、海外
工場の教育の支援も行っ
ています。

 品質問題への対応
万一、クレーム・製品異常等の品質問題が発生した際には、
発生元の製造工場が主体となって、異常の処理、原因究明、
再発防止策を実施しています。
さらに、品質保証部主体の水平展開検討会で最良の再発
防止策（BKM:Best Known Method）を検討し、国内、海
外の他工場で類似の品質問題が再発することを防止するた
めに、グループ会社全体への水平展開を行っています。

お客様との関わり
 品質管理体制
製品の信頼性と安全性の確保は、当社が果たすべき社
会的責任の最優先事項の一つです。
SUMCOグループは、お客様に満足していただける高い

レベルの製品を供給することを旨とする全社品質方針を
定め、海外グループ会社も含め、設計・開発の段階から製
造・出荷に至るまで、ISO9001やISO/TS16949に基づく
品質マネジメントシステムを構築し、製品の安全性・信頼性
の向上に努めています。
さらに、社内品質監査の仕組みを構築し、品質マネジメ

ントシステムの継続的な改善に努めています。
なお、SUMCOグループの国内および海外のシリコン

ウェーハの製造拠点は、ISO9001やISO/TS16949の認
証を取得しています。

 顧客満足度向上への取組み
顧客満足度調査の実施
当社では、常にファーストコールのかかる会社であるた

め、お客様からいただいた当社の評価に関する情報をその
都度関係部門に伝達して、改善活動につなげるとともに、
定期的にこれらの情報をQCDS:品質（Quality）、価格
（Cost）、納期（Delivery）、サービス（Service）の項目別に
分析しています。
分析結果は、経営および関係部門で共有し、各部門の改
善計画へと展開して、顧客満足度の向上を図っています。

SUMCOグループ経営理念および品質方針・目標展開体系

SUMCO
Phoenix

SUMCO
TECHXIV

SUMCOグループ全体で目標展開

そ
の
他
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

SUMCO
テクノロジーSUMCO PT. SUMCO

Indonesia

［経営理念］
お客様と株主の期待に応え、従業員に幸せを与え、社会に貢献する、
常に世界一のシリコンウェーハメーカーを目指す。

［品質方針］
ニーズを先取りし、製品・
工程・技術・サービスのた
ゆまない改善により、お客
様満足と世界一の品質、信
頼性を実現する。

［品質目標］

社内セミナーによる品質教育

水平展開実施フロー

クレーム・製品異常

水平展開検討

1次展開

BKM（Best Known Method）検討

2次展開

工場

工場

顧客満足度（CS）評価情報のフロー

顧客 営業部門

営業管理部門・技術部門

 社内情報収集結果の
解析・課題まとめ

マネジメントレビュー

営業管理部門

情報集計

解析・課題まとめ

（協議部門：営業部門）

（協議部門：技術部門）

対応状況の確認

関係部門へ伝達
（対応状況把握）

品質    価格
納期    サービス
技術

工場、関係各部門
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 購買方針
当社の資材購買は、お取引先の皆様との相互信頼のもと、

公正な取引を心がけています。また、関連法令や社会規範の
遵守、地球環境の保全等、企業の社会的責任を果たすための
取組みについても、お取引先の皆様のご協力を得ながら積
極的に推進しています。

 CSR調達活動
基本的な考え方

当社は、サプライチェーンにおける社会的責任を果たすた
めに、責任ある購買活動を推進しています。お客様に安心し
て製品をご使用いただくために、また、様々なステークホル
ダーの皆様にご満足いただくために、お取引先の皆様ととも
に人権、労働環境、安全衛生、環境保全などを十分に認識し、
これらに配慮した購買活動に取り組んでいます。

方針の展開
お取引先の皆様に向けて定期的に開催する説明会や日常

の購買活動を通じて、CSR経営への自発的な取組みの推進
をお願いしています。

具体的には、当社の購買方針や依頼事項をまとめた「サプ
ライヤーハンドブック」にCSRに関する項目を記載し、確認、
閲覧できるよう、購買専用ネットに掲示しています。

本ハンドブック内において、当社はサプライチェーンと
してのCSRの推進をお取引先の皆様にお願いしており、依
拠すべきガイドラインとしてEICC（Electronic Industry 
Citizenship Coalition）行動規範に準拠した「CSRへの自
発的な取り組みに関するお願い」を付則として添付していま
す。当社は、本付則を、お取引先の皆様におけるCSR経営の
実践にご活用いただくことに加え、二次、三次お取引先の皆
様にも同様にご活用、ご推進いただくようお願いしています。

加えて、EICC行動規範に準拠した「CSR質問状」を主要な
お取引先の皆様に配布し、回収して各社のCSR活動への取
組み状況を確認しました。この結果をもとに、一定のお取引
先に実地監査を含むCSR監査を行っております。

資材調達のBCPの強化
リスクに応じた適正な在庫の確保や複数購買等の事前の

準備はもとより、災害や事故発生後には、直ちに影響の調査
に着手します。並行して調達先の振り替え、代替品の採用等、
あらゆる手段を講じて調達確保に努め、生産への影響の極小
化に全力を尽くします。

お取引先との関わり

1 	パートナーシップに基づくお取引
お取引先の皆様と相互信頼に基づくより良い
パートナーシップを目指します。

2 	公正なお取引
クリーンでオープンな購買活動を心がけ、広く
門戸を開き、公正な取引を行います。

3 	VA活動の推進
VA活動によるコスト改善、新規材料、新規技術
等の提案・採用を積極的に推進します。

4 	購買活動における法令遵守
購買活動にあたり、関連法令、社会規範を遵守し
ます。

5 	企業の社会的責任の遂行
お取引先の皆様も含めた、サプライチェーンで
企業の社会的責任に配慮した購買活動に取り組
んでいきます。

6 	グリーン調達の実践
環境負荷の少ない資材の購買を推進し、お取引
先の皆様にはグリーン調達への調査、取組みを
要請します。

お取引先への情勢説明会

CSR質問状の主要項目

1．人権・労働
❶ 労働の自由
❷ 児童労働の不使用
❸ 労働時間の限定
❹ 法定賃金
❺ 人道的取扱い
❻ 差別の禁止
❼ 結社の自由

2．安全衛生
❶ 職場安全の確保
❷ 緊急事態への準備
❸ 労働災害・疾病の防止

3．環境保護
❶ 環境法令の遵守
❷ 汚染の防止、廃棄物の削減
❸ エネルギー消費と温室効果ガスの削減

4．企業倫理
❶ 法令の遵守
❷ 取引の公正

5．事業継続
❶ リスクアセスメントおよびリスクマネジメント
❷ 事業継続計画（BCP）

6．社会貢献
7．管理システム

1 	調達品の特性に応じた適正な在庫管理の継続
品目ごとに在庫量、保管場所、輸送方法等を都
度見直します。

2 	源流調査と対応
主要品目の製造拠点、源流を調査、確認のうえ、
リスクレベルに応じた対応を実施します。

3 	調達品のBCP強化と維持、見直し
主要品目ごとにリスクが発生しても適切な対応
が取れるようにBCPを準備しています。

4 	お取引先のリスク評価の実施
主要なお取引先の皆様に対しては、財務面や生
産体制、BCPの対応等を定期的に確認させてい
ただき、評価結果に応じた対応を実施します。
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株主・投資家との関わり
IR活動

当社は、株主・投資家の皆様に、経営ビジョン・事業の状
況・財務内容等の情報を公平・公正かつタイムリーに公開
し、企業価値を正当に評価していただくことを、IRの基本方
針としています。また株主・投資家の皆様からいただいた
ご指摘を経営に反映させることで、企業価値を継続的に向
上させるよう努めています。

発行する資料は、和文・英文同時に発表し、国内外の株
主・投資家の皆様に対して、公平な情報開示を行ってい 
ます。

適時開示情報は、東京証券取引所のTDnetを通じて開
示するとともに、当社のWEBサイト上に、和文・英文同一
資料を同時に掲載しています。また、アニュアルレポートお
よび株主通信を発行し、経営トップからのメッセージや業
績、事業の概況をお伝えすることにより、当社をより理解し
ていただくように努めています。

 情報開示に関する基本方針

 株主・投資家とのコミュニケーション
株主総会

当社は、株主総会を、会社の方針や重要な事項について
の意思決定の場であるとともに、株主の皆様に当社に対す
る理解を深めていただく場として位置付けています。招集
通知のWEBサイト掲載や英訳版の作成を実施するととも
に、総会当日は、議事の内容の説明や株主様からのご質問
への回答の際、映像やナレーションを用いることで、より分
かりやすい説明を心がけています。

地域社会との関わり
 地域環境整備活動への参加
当社千歳工場（北海道千歳市）では、本工場が所在する

千歳臨空工業団地内の幹線道路沿い約1.5kmにわたり、
投棄された空き缶やごみ、落ち葉等の清掃活動を実施して
います。ジョギング、通勤や通学等で歩道を歩く人に気持ち
よく利用していただけるよう、また、ごみが投棄されにくい
道路環境を目指して、今後も活動を継続してまいります。

当社JSQ事業部（秋田県秋田市）では、秋田市が主催する
地域住民および近隣企業等の合同による「雄物川流域一斉
清掃」に毎年参加しています。

当社米沢工場（山形県米沢市）は、工業団地の企業でつくる
「八幡原企業協議会」の一員として、自治体や地域の小学生と
ともに工業団地内道路の中央分離帯に季節の花を植えたり、
工業団地内主要幹線道路沿いの清掃活動をするなど、様々
な環境保全活動に積極的に取り組んでいます。

SUMCO TECHXIV株式会社長崎事業所（長崎県大村市）
では、大村湾に隣接する自治体等が設立した「大村湾をきれ
いにする会」が主催する大村湾沿岸一斉清掃（年2回実施）
に、毎年多数の従業員が参加しています。

SUMCO TECHXIV株式会社宮崎事業所（宮崎県宮崎市）
においても、近隣企業とともに、「清武町KINRINクリーン活
動」と銘打った地域清掃活動を年2回行っており、また、清武
川の清掃活動等にも参加しています。

SUMCOテクノロジー株式会社（千葉県野田市）では、国
土交通省江戸川河川事務所ほか野田市近隣13市区町主催
による「江戸川クリーン大作戦」に毎年参加し、江戸川河川
敷・堤防に投棄された空き缶等の回収・清掃活動を実施して
います。また、2ヶ月毎に工場に隣接した市道のクリーン作戦
を実施し、工業団地内の清掃活動を行っています。

SUMCOサポート株式会社※野田業務課（千葉県野田市）
では、SUMCO野田地区敷地内にある使用していない花壇
を利用し、自主活動による花壇の造成や種苗の植え付けを
行っています。

この活動は「花プロジェクト」と名づけられ、四季折々に花
が咲き、野田地区を訪れるお客様や従業員たちを和ませて
います。
※ SUMCOサポート株式会社（本社：佐賀県伊万里市）は障がい者雇用を目的に

設立された当社の特例子会社です。

当社は、投資家への適時、適切な会社情報の開
示が健全な証券市場の根幹を成すものであること
を充分に認識し、常に投資家の視点に立った迅速、
正確かつ公平な会社情報の開示を徹底します。ま
た、法令等で開示が求められていない会社情報に
ついても、投資判断にとって有用な情報であれば、
積極的に開示を行います。

アニュアルレポート（2015年度版）

株主通信

千歳臨空工業団地の清掃活動

中央分離帯に季節の花を植える

雄物川流域一斉清掃

清武町KINRIN
クリーン活動大村湾沿岸一斉清掃

花プロジェクト

野田工場
敷地外クリーン作戦
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 障がい者授産施設支援
当社米沢工場（山形県米沢市）では、工場や従業員の自

宅から出るペットボトルや空き缶をリサイクル業者経由で
障がい者授産施設に提供し、就労支援に協力しています。
また、リサイクル業者から受け取った買取代金で施設に役
立つものを購入し、定期的に寄付しています。

 福祉施設の防災訓練への参加
SUMCO TECHXIV株式会社長崎事業所（長崎県大村市）

では、近隣の社会福祉施設での火災に備えた合同救出訓練
を年1回行っています。

 地域交通安全活動への参加
当社千歳工場（北海道千歳市）では、毎年春と秋の交通安

全運動週間に行われる「セーフティコール活動」に参加してお
り、通行するドライバーや歩行者に交通安全の呼びかけを実
施しています。

SUMCOテクノロジー株式会社（千葉県野田市）では、野
田地区安全運転管理者協議会の加盟企業として、交通事故
防止キャンペーン、並びに薄暮時のライト点灯運動「3（サン）
ライト運動」に参加し、ビラを配布して市民の方々に安全運転
の呼びかけを実施しています。

 初期消火競技大会への参加
伊万里市防火協会主催の初期消火競技大会にて、通報・消

火・避難・応急手当の安全性、確実性および迅速さの競技で、
SUMCOサービス株式会社（佐賀県杵島郡）のチームが優勝
しました。また、別のチームは本番を想定し、空気呼吸器を
使った救助訓練を披露して、パフォーマンス賞を受賞しまし
た。

 地域行事への参加
長い歴史を持ち、東北三大祭りの１つに数えられる「秋田

竿燈まつり」の「竿燈妙技会※」において、当社JSQ事業部（秋
田県秋田市）の社員が会長をつとめる「茨島竿燈会」 が、大若
※団体自由部門で優勝を果たしました。決勝では、5人がリ
レーした竿燈が制限時間内にしっかり繋がり、力強い演技に
会場からは大きな歓声が上がっていました。竿燈まつり最終
日の夜竿燈では、茨島竿燈会の竿燈に「優勝」の提燈が高ら
かに揚げられました。
※ 竿燈妙技会は竿燈や囃子の技術の保存を目的に毎年行われており、竿燈の演

技を競います。
※ 大若：竿燈には、大きさにより、「大若（おおわか）」「中若（ちゅうわか）」「小若
（しょうわか）」「幼若（ようわか）」の4つの種類があり、大若の重さは50kg、
長さは12mにもなります。

当社九州事業所（佐賀県）では、伊万里市に事業所を構え
る企業として地域の行事を盛り上げるため、毎年秋に催され
る「いまり秋祭り 市民総踊り」に参加し、地域の活性化に貢献
しています。

 スポーツ行事への参加・協賛
当社は地域のスポーツ行事への参加・協賛も行っておりま

す。当社九州事業所（佐賀県）は、毎年、伊万里ハーフマラソ
ン大会へのランナーゼッケンの協賛を行っています。2017
年大会には全国から3,000名以上が参加し、初春の伊万里
路を駆け抜けました。

また九州事業所のSUMCO伊万里駅伝チームは、2017
年２月５日に開催された第70回東西松浦駅伝大会（佐賀新聞
社主催）に参加し、昨年に引き続き素晴らしい成績を収めまし
た。この東西松浦駅伝大会は、長い伝統を持ち、地域や職域
のチームが数多く参加して地域の活性化に貢献している行
事です。

地域社会との関わり

福祉施設防災訓練

初期消火競技大会

竿燈妙技会

いまり秋祭り 市民総踊りに参加

薄暮時のライト点灯運動

セーフティコール活動
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 多様な人材の活用と育成
障がい者雇用

当社は、2004年にSUMCOサポート株式会社を設立し、
同年5月に特例子会社の認定を取得しました。以後、同社を
はじめ、SUMCOグループ各社において、障がいのある方
が幅広い事業領域で活躍しています。

今後とも、SUMCOグループは、それぞれが持つ実力が
いかんなく発揮されるよう適材適所の人材配置に努め、雇
用機会の確保と就労環境の維持改善を図ってまいります。

従業員との関わり

 労働安全衛生活動
労働安全衛生マネジメントシステムを導入し、完全無災

害を目標として活動を展開しています。このシステムは、事
業者が労働者の協力のもとに、「計画－実施－評価－改善

（PDCA）」という一連の過程を定めて、継続的な安全衛生
管理を自主的に行うことにより、事業場の労働災害の防止
を図るとともに、労働者の健康の増進および快適な職場環
境の形成の促進を図り、事業場における安全衛生水準の
向上に資することを目的とした安全衛生管理の仕組みと
なっています。

労働災害防止策として、設備、作業、化学物質等につい
てリスクアセスメントを実施し、リスクの軽減を行っていま
す。また、安全教育の実施、危険予知活動、指差呼称、ヒヤ
リハット（潜在危険）報告書等の提出を行い、安全強化を
図っています。

また、SUMCOグループでは、ストレスチェックによる職
場環境改善活動を2007年より推進しています。

なお、SUMCOグループには、業務に特有な事故や病気
発生のリスクが高い職場はありません。

当社における産前産後休暇・育児休暇・介護休暇の取得状況
（2016年1月～2016年12月）

男性 女性 合計
産前産後休暇取得者数 0名 13名 13名
育児休暇取得者数 1名 11名 12名
介護休暇取得者数 0名 1名 1名

 人権の尊重
SUMCOグループでは、グループ会社を含めた全社委

員会である人権啓発推進委員会を毎年開催し、継続的に
人権啓発活動に取り組んでいます。この委員会では、各年
度における人権啓発活動方針を確認・共有化して、その方
針に沿って各拠点・グループ会社ごとの活動にも展開して
おり、外部専門家による講演会や視聴覚教材による啓発研
修等の人権啓発活動を実施しています。

常に働きやすい職場環境を維持向上するため、各拠点
にはハラスメント相談窓口を設置しており、男女ともに相
談員を配置して、いつでも気軽に相談ができるよう体制を
整えています。

また、改正男女雇用機会均等法が平成29年1月1日より施
行され、妊娠・出産に関するハラスメントである「マタニティ
ハラスメント」、「パタニティハラスメント」についても従業員
へ教育を実施し、理解促進に努めています。

なお、SUMCOグループでは、児童労働は実施しておら
ず、日常的な就労管理により強制労働は行っていません。

また、男女を問わず適正な処遇を実施しており、性別に
とらわれない給与制度を導入しています。

 人材の育成
SUMCOビジョンに掲げた「技術で世界一の会社」を目

指し、新入社員から管理職・役員に至るまで、多角的なアプ
ローチで研修の機会を提供しており、時代の変化に即し
て、常に社員に気づきを促し、自ら主体的に物事を考え行
動できる人材の育成に努めています。さらに、毎年、経営幹
部に対する若手技術者の研究成果発表会を開催し、技術
者のモチベーション向上にも努めています。

また、SUMCOビジョンに掲げる「社員が活き活きとした
利益マインドの高い会社」を目指し、SUMCOグループ最高
位の賞として「SUMCO CEO AWARD」を設け、企業価値
向上に特に貢献した人・組織を毎年表彰しているほか、「若手
技術者発表会」、「TPM発表会」を毎年開催し、成果発表の機
会を設けるとともに、優れた成果を表彰しています。さらに
SUMCOビジョンに掲げる「海外市場に強い会社」にする
ため、多様な文化・価値観を理解･尊重する意識を醸成しつ
つ、留学制度の拡充や語学教育の強化等を通じてグロー
バルに活躍できる人材の育成に努めています。

高齢者の雇用
満60歳の定年を迎えた従業員が豊富な経験や高度な

スキル・技能を活かして働き続けられるよう、本人が定年
退職後も引き続き勤務する意欲があり希望した場合は、最
長65歳到達まで雇用する再雇用制度を設けています。

なお、2013年4月1日に高年齢者雇用安定法が改正さ
れたことに伴い、経過措置を適用しながら、再雇用希望者
全員を再雇用しています。

育児休暇制度、介護休暇制度
育児休暇制度、介護休暇制度や、小学校就学前の子を養

育する従業員の育児を支援するための勤務制度を設置し、
従業員の育児・介護を支援しています。

過去5年間の人権啓発研修受講者総数（SUMCOグループ（国内））

2012 2013 2014 2015 （年度）

（名）
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2016
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若手技術者発表会

障がい者雇用率の推移（SUMCOグループ（国内））

1.7

1.8

2012 2013 2014 2015 （年度）

1.9

2.0

2.3

2.2

2.1

（％）

1.99
2.01

※各年度のデータは
当年4月～翌年3月の

　平均

2013年3月までの法定雇用率
1.80%

2013年4月以降の
法定雇用率
2.0%
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SUMCO CEO AWARD

災害度数率※の推移

※災害度数率＝労災死傷者数÷延べ労働時間×1,000,000

※2012年度は、2012年2月から2013年1月末日までの期間
2013年度は、2013年2月から2013年12月末日までの期間
2014年度以降は、当年1月から12月末日までの期間
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※現JSQ事業部
＊表彰歴については発行日現在のものまで記載しています。

 労使関係
当社は、労使間の問題については、相互理解と信頼に

よって、会社の永続的な発展と労働条件の向上に向けて話
し合いを基調として解決を図ることを基本方針とし、健全
な労使関係の維持に努めています。

具体的には、労使経営懇談会を原則として年2回開催し
労使コミュニケーションを図り（情報を共有し）、労使一体
となった事業運営を実施しています。

また、毎月1回生産説明会・労使懇談会を開催し、各工場
においても労働組合支部と生産状況等を含む情報・意見
交換を行っています。

その他、労働条件や諸制度の見直し等の重要な労使課
題については、多面的・総合的・長期的な観点も踏まえ、年
間を通して「労使検討委員会」を開催し、労使一体となって
取り組んでいます。

 事業所内保育所を開設
当社は、2016年11月1日、子育て世代の従業員の

仕事と育児の両立支援策の一環として、九州事業所伊
万里地区の当社敷地内に、事業所内保育所として

「SUMCOいまり保育園」を開設しました。子育て世代
の従業員にとってより働きやすい職場環境を提供でき
るようになったものと考えています。

本保育所は、新たな地域貢献の形として、「子ども・
子育て支援新制度」に基づいた地域型保育事業とする
ものであり、定員の一部を地域枠として社外にも開放
します。

当社は、多様な人材がより活躍できる職場環境の実
現と、更なる地域との共生を図るため、今後も様々な
取組みを進めて参ります。

 雇用の状況（2016年12月末現在）

項目 社員 臨時従業員
単体 3,501名 167名

連結
7,520名

367名国内 5,319名
海外 2,201名

従業員数（常勤換算）

地域名 人　員
日本 5,319名
北米 560名

東南アジア 337名
東アジア 1,284名

欧州 20名
合計 7,520名

地域別従業員数（連結）

管理職 一般社員 合計
男性 763名 6,114名 6,877名
女性 41名 602名 643名
合計 804名 6,716名 7,520名

従業員数の内訳（連結）

年月 項目 対象

2008年 3月 宮崎県知事感謝状（消防団協力事業場） SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

2008年 10月 中央労働災害防止協会会長賞 株式会社SUMCO全社

2008年 10月 秋田県労働基準協会長賞 ジャパンスーパークォーツ 株式会社※

2008年 10月 長崎労働局長安全衛生表彰 SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所

2008年 12月 厚生労働省 第１種無災害記録 SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所

2009年 6月 消防庁長官 危険物安全管理及び保安表彰 SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所

2009年 7月 厚生労働大臣表彰及び感謝状（献血） SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所

2009年 9月 宮崎県警察本部長表彰（交通安全優良事業所） SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

2010年 2月 厚生労働省 無災害記録第1種（700万時間） 株式会社SUMCO 佐賀事業所

2010年 11月 厚生労働省 無災害記録第1種（700万時間） 株式会社SUMCO 伊万里事業所

2010年 11月 日本赤十字社 功労感謝状 株式会社SUMCO 伊万里事業所

2010年 12月 日本赤十字社 金色有功章（献血） SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

2010年 12月 宮崎市消防団 協力事業場認定 SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

2011年 8月 日本赤十字社 厚生労働大臣表彰 株式会社SUMCO 九州事業所（伊万里）

2011年 8月 日本赤十字社 有功章表彰 株式会社SUMCO 九州事業所（佐賀工場）

2011年 10月 長崎労働局長 安全衛生表彰 株式会社SUMCO 長崎駐在

2011年 11月 原子力安全・保安院長賞（高圧ガス保安・優良製造所） SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

2013年 10月 労働基準協会連合会長表彰（安全管理優良事業場） SUMCOテクノロジー株式会社 野田工場

2013年 10月 佐賀労働局 安全衛生佐賀労働局長表彰（奨励賞） 株式会社SUMCO 九州事業所（久原）

2013年 10月 厚生労働省 無災害記録第2種（1050万時間） 株式会社SUMCO 九州事業所（佐賀工場）

2014年 2月 厚生労働省 無災害記録第1種（700万時間） 株式会社SUMCO 九州事業所（久原）

2014年 5月 佐賀県知事感謝状 高圧ガス優良保安責任者表彰 株式会社SUMCO 九州事業所（佐賀工場）

2015年 7月 北海道労働局長表彰（奨励賞） 株式会社SUMCO 千歳工場

2016年 3月 総務省消防庁消防団協力事業所に認定 株式会社SUMCO 九州事業所（伊万里）

2016年 6月 厚生労働省 無災害記録第2種（1050万時間） SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所

2016年 10月 優秀安全運転事業所 銅賞 SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所

労働・安全衛生・防災　表彰等歴

SUMCOいまり保育園 開園式 当社会長・社長による視察 クリスマス会
佐賀新聞社提供
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サイトデータ

SUMCOグループの事業所・工場のISO14001の
認証取得状況、大気・水域への排出状況について報告します。

事業所・工場名 株式会社SUMCO
九州事業所（長浜）

株式会社SUMCO
九州事業所（久原）

株式会社SUMCO
九州事業所（佐賀）

業務内容 ウェーハの設計・
開発・製造

単結晶およびウェーハの
設計・開発・製造

単結晶およびウェーハの
設計・開発・製造

ISO14001
認証取得状況

審査機関 一般財団法人
日本品質保証機構

一般財団法人
日本品質保証機構

一般財団法人
日本品質保証機構

取得時期 1999.1.11 1999.1.11 1999.1.11

更新日 2017.1.11 2017.1.11 2017.1.11

事業所・工場名 株式会社SUMCO
野田事務所

株式会社SUMCO
米沢工場

業務内容 ウェーハの製造 単結晶の設計・
開発・製造

ISO14001
認証取得状況

審査機関 一般財団法人
日本品質保証機構

一般財団法人
日本品質保証機構

取得時期 1999.1.11 1999.1.11

更新日 2017.1.11 2017.1.11

大気 測定結果（規制値） 測定結果（規制値）

窒素酸化物（NOx） ppm ボイラー 48（260） ボイラー  ／  （／）

硫黄酸化物（SOx） m3N/h 0.34（K値規制 9.0） ／

煤塵 g/m3N ボイラー 0.004（0.3） ボイラー  ／ （／）

水質 規制値 測定結果 規制値 測定結果

BOD（生物化学的酸素要求量）mg/ℓ 25 20.3 600 26

COD（化学的酸素要求量） mg/ℓ 20 16.8 ／ ／

浮遊物質量（SS） mg/ℓ 50 12 600 35

Ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/ℓ 3 ND 5 ND

沃素消費量 mg/ℓ ／ ／ 220 10.1

ふっ素およびその化合物 mg/ℓ 8 6.3 8 4.4

アンモニア性窒素 mg/ℓ

100 9.4 380 200硝酸性窒素 mg/ℓ

亜硝酸性窒素 mg/ℓ

窒素含有量（T-N） mg/ℓ 30 19 ／ ／

クロム含有量（T-Cr） mg/ℓ 1 ND 0.5 ND

燐含有量（T-P） mg/ℓ 2 0.2 ／ ／

砒素 mg/ℓ 0.05 ND 0.1 ND

トリクロロエチレン mg/ℓ 0.1 ND 0.1 ／

※野田事務所においては、東京湾の汚濁負荷量の総量規制の適用を受けるため化学的酸素要求量（COD）の規制も受けます。
※米沢工場は公共下水道に放流しており、下水道法の適用を受けます。(下水処理場からの放流先：河川）これを受けて、ふっ素およびその化合物の規制値は8mg/ℓとなっ

ています。

大気 測定結果（規制値） 測定結果（規制値） 測定結果（規制値）

窒素酸化物（NOx） ppm ボイラー 86（150） ボイラー 48（150） ボイラー 70（110）

硫黄酸化物（SOx） m3N/h ND（K値規制 17.5） ND（K値規制 17.5） ／

煤塵 g/m3N ボイラー ND （／） ボイラー ND（／） ボイラー ND（0.001）

水質 規制値 測定結果 規制値 測定結果 規制値 測定結果

BOD（生物化学的酸素要求量） mg/ℓ ／   ／※1 ／   ／※1 10 4.5

COD（化学的酸素要求量） mg/ℓ 30 14.3 30 9.2 ／ ／ 

浮遊物質量（SS） mg/ℓ 30 14 30 4 25 5

N-ヘキサン抽出物質 mg/ℓ 5 ND 5 ND 3 ND

沃素消費量 mg/ℓ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

ふっ素およびその化合物 mg/ℓ 8 5.1 8 3.51 3 0.9

アンモニア性窒素 mg/ℓ

80 16 80 31 100 9.7硝酸性窒素 mg/ℓ

亜硝酸性窒素 mg/ℓ

窒素含有量（T-N） mg/ℓ 120 41 120 25 60 17.3

クロム含有量（T-Cr） mg/ℓ 0.2 ND 0.2 ND 0.2 ND

燐含有量（T-P） mg/ℓ 12 0.14 12 0.22 8 0.89

砒素 mg/ℓ 0.05 ND 0.05 ND 0.1 ND

トリクロロエチレン mg/ℓ 0.1 ND 0.1 ND 0.1 ND

※1 九州事業所（長浜）、および九州事業所（久原）において処理水は海域に排出されるため、化学的酸素要求量(COD)についての排水基準のみ適用を受けます。
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事業所・工場名 株式会社SUMCO
千歳工場

株式会社SUMCO
JSQ事業部

業務内容 ウェーハの設計・
開発・製造

石英ルツボの
設計・開発・製造

ISO14001
認証取得状況

審査機関 一般財団法人
日本品質保証機構

一般財団法人
日本品質保証機構

取得時期 1999.1.11 1999.1.11

更新日 2017.1.11 2017.1.11

大気 測定結果（規制値） 測定結果（規制値）

窒素酸化物（NOx） ppm ボイラー  ／  （／） 焼成炉 （／）

硫黄酸化物（SOx） m3N/h ／ ／

煤塵 g/m3N ボイラー  ／  （／） 焼成炉 0.09（0.2）

水質 規制値 測定結果 規制値 測定結果

BOD（生物化学的酸素要求量）mg/ℓ 600 3.7 160 17

COD（化学的酸素要求量） mg/ℓ ／ ／ ／ ／

浮遊物質量（SS） mg/ℓ 600 9 200 15 

N-ヘキサン抽出物質 mg/ℓ 5 ND 5 1

沃素消費量 mg/ℓ ／ ／ ／ ／

ふっ素およびその化合物 mg/ℓ 8 3.4 8 0.1

アンモニア性窒素 mg/ℓ

／ ／ 100 3.2硝酸性窒素 mg/ℓ

亜硝酸性窒素 mg/ℓ

窒素含有量（T-N） mg/ℓ ／ ／ 120 5.9

クロム含有量（T-Cr） mg/ℓ 2 ND 2 ND

燐含有量（T-P） mg/ℓ ／ ／ 16 0.28

砒素 mg/ℓ ／ ／ 0.1 ND

トリクロロエチレン mg/ℓ 0.1 ／ 0.1 ND

事業所・工場名 SUMCO TECHXIV株式会社
長崎事業所

SUMCO TECHXIV株式会社
宮崎事業所

業務内容 単結晶およびウェーハの
設計・開発・製造

単結晶およびウェーハの
設計・開発・製造

ISO14001
認証取得状況

審査機関 一般財団法人
日本品質保証機構

一般財団法人
日本品質保証機構

取得時期 1999.1.11 1999.1.11

更新日 2017.1.11 2017.1.11

大気 測定結果（規制値） 測定結果（規制値）

窒素酸化物（NOx） ppm ボイラー 96（260） ボイラー 73（150）

硫黄酸化物（SOx） m3N/h 0.004（K値規制 17.5） ／

煤塵 g/m3N ボイラー 0.01（0.3） ボイラー － （0.1）

水質 規制値 測定結果 規制値 測定結果

BOD（生物化学的酸素要求量）mg/ℓ 600 84.4 25 6.8

COD（化学的酸素要求量） mg/ℓ ／ ／ ／ ／

浮遊物質量（SS） mg/ℓ 600 32 30 5

Ｎ-ヘキサン抽出物質 mg/ℓ 5 ND 5 ND

沃素消費量 mg/ℓ ／ ／ ／ ／

ふっ素およびその化合物 mg/ℓ 15 10.5 8 1.4

アンモニア性窒素 mg/ℓ

380 91.9 100 7.6硝酸性窒素 mg/ℓ

亜硝酸性窒素 mg/ℓ

窒素含有量（T-N） mg/ℓ 240 103 120 3.5

クロム含有量（T-Cr） mg/ℓ 2 ND 0.2 ND

燐含有量（T-P） mg/ℓ 32 0.32 16 0.03

砒素 mg/ℓ 0.1 0.002 0.1 －

トリクロロエチレン mg/ℓ 0.1 ND 0.1 －

※千歳工場は公共下水道に放流しており、下水道法の適用を受けます。（下水処理場からの放流先：河川）これを受けて、ふっ素化合物規制値は8mg/ℓとなっています。 ※SUMCO TECHXIV株式会社 長崎事業所は公共下水道に放流しており、下水道法の適用を受けます。（下水処理場からの放流先：海域）これを受けて、ふっ素およびその化
合物の規制値は15mg/ℓとなっています。

※SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所において処理水は河川に排出されるため生物化学的酸素要求量（BOD）についての排水基準の適用を受けます。
※SUMCO TECHXIV株式会社 宮崎事業所の大気煤塵の測定頻度は1回／5年へ改定されています。（次回の測定：2018年）
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事業所・工場名 SUMCO Phoenix Corporation 
アルバカーキ工場

SUMCO Phoenix Corporation
フェニックス工場

業務内容 ウェーハの設計・
開発・製造

単結晶およびウェーハの
設計・開発・製造

ISO14001認証取得状況

審査機関 DNV DNV

取得時期 2000.6.19 2000.6.19

更新日 2015.6.30 2015.6.30

大気 測定結果（規制値） 測定結果（規制値）

窒素酸化物（NOx） ton/y 0.92（10.2） 12.8（24.6）

硫黄酸化物（SOx） ton/y 0.01（0.34） 0.28（1.25）

PM10（10μ以下粒子状物質） ton/y 0.07（0.84） 1.08（2.5）

水質 規制値 測定結果 規制値 測定結果

BOD（生物化学的酸素要求量）mg/ℓ ／ ／ ／ ／

COD（化学的酸素要求量） mg/ℓ ／ ／ ／ ／

砒素 mg/ℓ 2.09 ／ 0.13 ND

カドミウム mg/ℓ ／ ／ 0.047 ND

銅 mg/ℓ ／ ／ 1.5 0.05

シアン化物 mg/ℓ 0.5 ／ 2 ND

ふっ素およびその化合物 mg/ℓ 36 ／ ／ ／

鉛 mg/ℓ 1.0 ／ 0.41 ND

水銀 mg/ℓ 0.004 ／ 0.0023 ND

モリブデン mg/ℓ 2.0 ／ ／ ／

セレン mg/ℓ 0.46 ／ 0.1 ND

銀 mg/ℓ 5.0 ／ 1.2 ND

亜鉛 mg/ℓ 2.2 ／ 3.5 0.03

浮遊物質 mg/ℓ ／ ／ ／ ／

※アルバカーキ工場では、pHと水流量の測定のみが要求されており、アルバカーキ市が定期的に排水の測定を行っています。

Note
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お問い合わせ先
株式会社SUMCO 総務部 法務・CSR室
〒105-8634
東京都港区芝浦1-2-1
シーバンスN館
E-mail : sumco-csr@sumcosi.com




